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病気と制度の解説

新版　心臓病児者の幸せのために
子どもが心臓病と分かって不安な気持ちでいっぱいになりますが、わが子の病気につ

いて学び、受け入れていくことで前に進むことができます。また、医療をうけながら

学校生活をおくり、社会で生きていく力を身につけることが大切です。小さなときに

手術をしても、成人になってから新たな問題が出てくることもあります。すべての心

臓病児者が、その子その人なりの自立を目指していける希望のもてる本として、多く

の医療者の方々にご協力いただき作った一冊です。

内　容
第１章 子どもが心臓病といわれたら
　　子どもの心臓病を受けとめる
　　心臓病の子どもをささえる

第２章 病気の解説
　　先天性心臓病の種類と解説
　　不整脈疾患の種類
　　小児の後天性疾患
　　心疾患を合併する染色体異常と単一遺伝子病
　　胎児診断でわかる心臓病
　　心臓病を診断する検査

第３章 心臓病の治療
　　手術などの治療を受けるにあたって
　　心臓病の手術
　　カテーテルインターベンション～低侵襲な治療方法と現状～
　　不整脈～カテーテルアブレーションとデバイス治療～
　　術後起こりうる問題と内科的治療
　　小児の心臓移植と人工心臓
　　再生医療～細胞シートを用いた心筋再生治療の臨床研究

第４章 日常生活～乳幼児期から成人期にむけて～
　　乳幼児期～家庭での生活と日常医療　　　　
　　先天性心疾患と発達障害
　　心臓病児ときょうだい
　　学齢期～充実した学校生活を送るために～
　　思春期～大人になるための準備～　　
　　緊急時に備えて

第５章 大人になった先天性心疾患患者
　　成人先天性心疾患とは
　　成人医療施設への移行と自己管理
　　診療体制の現状とこれから
　　成人先天性心疾患の手術～第２ステージのはじまり～
　　妊娠・出産を望むとき
　　心臓病者の就労・就職の現状とこれから

第 6章 心臓病児者を支える社会保障制度
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解説に加えて患者・家族の体験談を掲載
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全国心臓病の子どもを守る会

日本小児循環器学会　理事長
長野県立こども病院　循環器センター長　　

『心臓病児者の幸せのために』が 2005 年に発行されてから 10 年、装いも新たに内容を一新し

て発刊されることになりました。画像診断の進歩に加え手術治療や新しいカテーテル治療など

の医療技術のめざましい進歩により、今では治療を受けた後の学校生活や社会でよりよい生活

を送るための社会制度の整備や、成人期への移行医療が問題となっています。

これらの問題に答えるべく書かれた本書は、現代の先天性心疾患の治療最前線で活躍する執筆

陣と守る会関係者からの、心臓病をもつ子どもたちとそのご家族が「心臓病とともに生きる素

晴らしい人生をおくるため」の応援歌です。

推薦のことば

日本成人先天性心疾患学会　理事長
聖路加国際病院　心血管センター　特別顧問

このたびの『心臓病児者の幸せのために』の発刊おめでとうございます。生まれつきの心臓病

の方は、小児から成人へと切れ目のない経過観察が必要です。この本は、年代に応じて生涯に

わたっておこる問題点、その対応、治療、予防のほとんどを盛り込んだ非常にわかりやすい本

となっています。

通読すると、心臓病の知識や今後についての一端を理解していただけます。心臓病児者と関係

の方々に、ぜひ手にとっていただきたい１冊として推薦させていただきます。

丹羽 公一郎

安河内　聰


